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◆行政デジタル化新時代

社会構造変革が使命　
デジタル庁・官民混成チームの夜明け

デジタル庁統括官（デジタル社会共通機能担当）デジタル庁統括官（デジタル社会共通機能担当）
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人事院総裁人事院総裁
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課題の認識と解決の方向性をより
明確化させた人事院勧告・報告
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奈良県知事奈良県知事

荒井　正吾荒井　正吾

「大和平野中央スーパーシティ
構想」を提唱。２０３１年の実現
を目指す。
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◆集中連載――ポスト・コロナの霞が関像

国家公務員の働き方改革
――内閣人事局と人事院への期待――

公益財団法人医療科学研究所理事長公益財団法人医療科学研究所理事長

江利川　毅江利川　毅
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川原　隆司／佐々木聖子

金子　恭之／中西　祐介
武田　良太／増田　寛也

茂木　敏充／鈴木　貴子

松尾　元信／古澤　知之

義本　博司／都倉　俊一
平田　　直／中山　俊憲

鈴木　俊一／神田　眞人

岸田　文雄／松野　博一
二之湯　智／山際大志郎

斉藤　鉄夫／山田　邦博
和田　信貴／浅輪　宇充

萩生田光一／多田　明弘

山口　　壯／和田　篤也

黒田　東彦／髙島　　誠

山本　一太／飯泉　嘉門

岸　　信夫／山崎　幸二

金子原二郎／神谷　　崇

後藤　茂之／吉田　　学
橋本　泰宏／高橋　俊之
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